

































上 幣 で あ る 黄 金 と 下 幣 で
ある銭、
そし
て 布 ( 1 ) の 三 等 に 定 め た と さ れ る 。







銀 や 錫 の 類 は 、
器 と し て 飾 り 、
宝 と し て 保 蔵 す
る 装 飾 品 と し 、
貨 幣 と し な い と あ る 。 こ の こ と か ら 、








め た こ と に 止 ま ら ず 、

































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ こ ま で 、
日 本 列 島 に お け る 南 海 産 の 貝 製 装 身 具 の 流 通 に つ い て 、
そ
の大まかな変遷過程を述べてきた。




こ の 流 通 か ら ど う









その生産や流通を管理する傾向がみられること。窟墳時代になると、畿内を中心に青銅や石製品への材質転換が起こると と も に 、
飾らない装身具が誕生し、





（ 一 ） 南 海 産 の 貝 へ の こ だ わ りまず①について。
こ の 貝 の 装 身 具 は 、
南島という極めて遠い場所から










行 為 を 通 し て 常 に 人 目 に つ く 状 態 を 維 持 し 、























の ― つ で あ っ た 可 能 性 は 高 い 。
さ ら に 縄 文 時 代 に は 、
縄 文 土 器 の よ う に 、
過剰な装飾が流行した。
さ














う こ と は 、
その社会が言語や文化的な差を超えて、
あらゆる人の間で交
易 で き る も の で あ っ た こ と を 示 唆 す る 。
実際、
遠距離交易も含めた多様









し て 交 換 が 行 わ れ 、
列島社会は形成されていったとみられる。
そ し て 、
装飾貨幣が日本列島の人びとの間で利用されていたことが、

















































































































































装飾貨幣は、あらゆ 人間が「飾 」という装飾概念を認識し 高い価値をみいだせるため、誰とでも交易ができる。
この時、定まった数量に



















































有 す る 銀 念 が 古 代 社 会 に あ り 、
南 海 産 の 貝 製 装 身 具 も そ の 文 化 的 影 響 の




「 珍 宝 の
瑞八坂瑣の曲玉」、
「潮満壇」、













































っ た う え で 、


























崇 神 朝 を 契 機 と し て 装 飾 品 の 管 理 が 、
天皇へ
と集約していく記事も散見されるようになる。
崇 神 紀 六 0 年 秋 七 月 丙 申
朔 己 酉 条 で は 、


























崇 神 紀 に 記 さ れ た 倭
迩迩日百襲姫命の墓を箸墓古墳と考
え 、
か つ 彼 女 を 卑 弥 呼 と
同 定 し た 場
合 、
これらの記述も三世紀半ば頃の出来事の可能性がある。
















に 開 始 さ れ た プ ロ セ ス が 想 定 さ れ 、
貨 幣 管 理 の 転 機 に あ た る こ と
が、
史
料 的 に も 、
考 古 学 的 に も 見 出 さ れ る 。
その後、
四 世 紀 に 入 る と 、
国家的信用のもとに、
玉製の飾らない装身
















































































































































































































































































( 11 )日本列島に現生人類が現れた も っ と も 確 か な
年 代 は 、




















( 13 ) 木 下 尚 子 『 南 島 貝 文 化の研究』
法政大 学 出 版 局 、
一 九 九 六 。








( 16 ) 木 下 『 南 島 貝 文 化の研究』。(17)北條芳隆「腕輪形石製品」『古墳時代の考古学4』同成社、
二0一三。
(18)杉山晋作「古代に何を表した？





二 0 1 ― °
( 19 ) 木 下 『 南 島 貝 文 化の研究』。(20)米田克彦「口絵
古墳時代の玉」『季刊考古学』九四号、
雄 山 閣 、




(22 ) 篠 田 謙 一
「第VI章
人骨の理化学的分析・形態分析
D N A 分 析 」 『 小
類学の分野で論じられてきた学説である。






































(24)デヴィッド・ グ レ ー バ ー 『 負 債 論貨幣と暴力の5
000年』






























考 え ら れ 、
貨幣と装飾品の機能分離が 起 こ っ て い た 証 拠 と み ら れる。





こ れ らの玉は「ざい 」 11 「 財 」
とは明確に区別された「たか
ら」11「宝」







































二 0 一 六 。
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